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hour占after_treatment.Pe-rcentmortalitywas

TeVisedbyAbbott′sformula.Tllelethalaction

wascomputedbyFinney'smethod,andthe

resultswerepresentedinTable3and4.As

showninTable4,LC150orLD･50oEparathion

andlnetllylparAthion variedby the larvae

fedondifferent▲varicties.TheIatvae.fedon

Matsuyama･omachi were considerably more

resistanttoparathionandrhethylparathion

thanthelarvaefedonothervarietiesinboth

yearsunderexperimentation.As regardsthe

resultsof1955,therelativeresistanceofthe
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larvaefedanlharaNot.も kidamaandAikokも
No.1tothosefedon Matsuyama'･omachiwas

0.61,0.53and0.51infemale;､and0.81,0.71

and0.54inmale.Thefemale′wa5always'more

resistanttふmethylparathion than themale.'

Thismay･beduetotheheavyweightotfthe

femalelarvae.

TI一eCOrrelation oftlle resistance of the

larvaefedondifferentvarieti.e宇･tOtheirbqdy
weightiss】10WninFig.2.Ⅰn tIliscase,the

resistancewasnotproportionaltothebody

weight.
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25･ マラソン乳剤(?経時変化防止について 有機燐製剤に関する研死 (第9報)半 松本清蔵

(日本良薬株式会社)34.7.20受理

･マラソン乳剤も粉剤の場合と同様に,'有効成分の挺時変化著しくその分節防止は一大課題である.

退去の実験からその分解原因は乳化札 有機煎剤の種軌 製剤中の水分,貯蔵温度等が類推出来る

が, 更に分解原因,分解防止の方鞭を明掛こすペく,各種の観点から,殊に乳化剤に重点をおいて

研究をすゝめ, 二三の知見を得たので報告する.乳化剤の pH(×100),製剤の pH(×100),乳化

剤中の水分, 及びボ.)エチレング.)コールの混在等が分解志超の主原因と考えることが出来る.

著者は既報においてメチルパラチオン,寸ラソン,

粉剤の貯蔵中における分解防止について報告した 1-7)

此等有機燐化合物は粉剤のみならず乳剤の形態におい

でも広く使用されているが,粉剤形態の場合と同様に

貯蔵中における経時変化は著しく,その分解防止は重

大な間組である.メチルパラチオン乳剤については前

に若干触れたがさ), マラソン乳剤については,今迄に

顕著なる報文もなく今立に著者の研究の概略をまとめ

て報告することにした.マラソン乳剤経時変化防止に

ついては,研究に若手してすでに4年を閲し,現在に

おいでは,初期の頃の製品と比較するとその安定性は

非常に良好になっているのは勿論であるが分解防止の

決定的手段を見出し得ないのが現状である.殊にマラ

ソンは有機燐化合物中で最も低毒性であり良薬として

の利用面の広いことは周知の通りであり,更にその低

毒性は防疫用薬剤としての前途も明るい.しかし防疫

用の場合は殆ど乳剤形態であり,その貯蔵中における

経時変化がその発展の芽を押えている感がある.従っ

てマラソン乳剤の安定化ということは良薬,防疫薬剤

の両面において重要課題であると云わねばならぬ.初

期の頃のゲル化はマラソン原体の容器の間組とか,礼

化剤中の金属の彫響 (殊にAl,Zn,Fe化合物など)

を検討することにより解決したが9㌧ 一方経時変化が

案外大きく,此の点の解決の必要性に直面したのであ

った.ゲル化の原因は明確なる決論を得た訳ではない

が金属イオンへ非イオン活性剤がファンデルワールス

力で引きつけられ ミセル会合状態を皇したのであると

推定した.そして乳剤形態における分解原因は,rマラ

ソン原体を 400,1ケ月以上貯放しでも分解が起らな

いことから,有機溶剤と乳化剤の選択及び品質に厳因

しているものの如く,先づ分解防止方法はそれらの厳

選と蔚三物男の惑加によることは丁皮粉剤の場合と同

様である10).有機溶剤や乳化剤の選択に当りては,そ

れが拾物に対して詔伽 ,'ないこと,水で稀揮した場合

の乳化性,安定性,分散性,分散粒子の大小,表面張

力,抜触角更に又拡展性,固苛性などが大切であり殺

虫力と大きく関連するものである.以上の性状を考慮

し有機溶札 乳化剤を師次改良し有効成分の分解率を
可成り低下せしめろこt'に成功したが11,,此等初厩の

研死を更に明確にすべく各種の有機溶剤及び乳化剤を

'N'本研究は主として著者が富士化学工業株式会社在任中に宍施したも̀のである.
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選択し分節率を検定し若7･の知見を得たので此等を取

･りまとめ参考に供する次第である.列国文献としては

J･-F･Yost等12)!3㌧ の研究がある. 何柑こせよマ
.ケソンに限らず ダイヤジノン,DDVP,Dipterex,

EPN 等何れも経時変化あり,今後製剤化した場合の

有効成分の経時変化防止は員薬研究の一大課超となっ

た.

実鼓称粁及び共故方法

(1)有機溶剤:マラlソンの溶解度からみて,メタノ

.Tル,ユタノ-ル,イソプロピルアルコール,一アセト
ン,シクロ.ヘキサノン, トルオ-ル,宙憩エチル,大

豆油,̀綿実油,エーテル,クロロフォルム,メチルナ

'7タレン等が有機溶剤として挙げられるが著者は主と

して第1表に示せるものを使用し,そのマラソンの分

解に及ぼす彫響を検討した.尚此等は何れも試薬一級

品でみる.

ITable1. Physicalpropertiesoforganic
solvent

-(2)乳化剤 :o･,p-,フェニルフェノール,ノこル

フェノール,オクテルフェノール等の憩化エチレン附

加体が一般に使用されて居り,マラソンが pH>7･′0,

pH<5･にて加水分解することから,′此等の乳化剤は

･:般にpH(×_100)_が 6-7に調整されているのが普
通である.著者は各種の乳化剤につき数多の実験を繰

返してきたがマラソン分解防止の決め手を見出すこと

が出来なかった.只乳化剤中の水分,不純物 (無横金
属類)等の影響が大きいと考え,此等の点を追求し噺

次安定性良好なるマラソン乳剤を得る様になったので

更に乳化剤の彫響を明確にすべく第2表に示す様に種

l々:中和剤を変えた乳化剤を用い実験を行った･此等乳

化剤の代表的合成例を示すと,

ノニルフェノールr220gをlL'容四ツロフラスコに

とり2000温度計, ガス吸込管,.rトラップを附し

0.22gの粒状 NaOH と共に N空気流下に1500迄

.加熱挽搾する.温度が上昇したら別に附屈せる目盛

.bを附した沸鷹管に用志した約 500ccの酎 ヒモチ

レンを加温し沸騰させガス状にてソーダライム管を

通じた後ガス吹込管より四ツロフラスコ円に中人し
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- ･Table2･ Emulsifying agent_S,usedin
thepreparation ofmalathionemulsifiable
conceI一tateg.

fgmeuiltssi.EylBsINeutAagliznattion

反応が開始したら要素気流を止める.反応完全の時

はガストラップよ-り勧化エチレンは殆ど逃げない.

反応は発熱的であり,反応中殆ど加配の必要なさも

反応温度は主に 1800-2000に調節する.硬化エチ

レン 460ccを蒸発させた後冷却して酸化-エチレン

の沸騰を止め再びN2気流を通じ常温まで冷却する.

反応物収量 610gである.次に酸で中和を行い pH

≒6.5にするのであるが,此の際に用いる中和剤の

マラソンの分解に及ぼす彫蟹を見るために,硫酸,

耐酸,脂肪酸, 篠酸, フマール甑等を用いて pH

を調節した.今回使用した乳化剤はオクチルフェノ

ールに対して顧化エチレン8モルの附加体10部とベ

ンジルフェニルフェノールに対して軟化 エチレ㌣
･10.6モル附加体12部の混合物であり,乳化分散等

の物理的性質を考慮し作成したものである.

又同時に上記混合物を分子蒸軌こ附し各油分に分け

たものを比較使用した.これは第3表に示した通り

であるが第1,弟2油分は主としてオクチルフェノ

ール型,第3油分及び残分は主として多環式非イオ

ンと思われる.

(3) 乳化剤中のヒドロキシル価のnrl定15):ヒドロキ

シル基 0.004-0.019モルに相当する虫の試料 (例え

ば分子丑310の場合試料1g)を 300cc共栓付耐圧三

角フラスコに精挿し無水酪酸,ど.)ヂン試薬 (1:9)

をピペットにて 100cc加 え水浴上にて1時間加温,

冷却後茶滑水 10ccを加え5分後 n-ブチルアルコ～

)I;100ccを加えて混合指示薬*を用い N/2酒精性

苛性ソ-ダにて滴定する.同時に空試験をも行う.

*苛性ソーダで中和した0.1% クレゾールレッド水浴
液1部と同じく苛性ソーダで中和した0.1% チモ-
'ルプル-3部の涙含枚.
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Table3. Properties6feachfractl'Ononmblelculardistillationof･the
emulSifyingagent(Table2.No3)

NoIFraction IBp(oC)/10~4mmHg OHValue

Toble4. Stabilityofmalathion-organicsolventmixturesat400

(本試鹸cc一空試験cc)×28.05×N/2NaOHの力価
試 料 晃

分 子 虫ニー諾 芸 ㌻

(4)非イオン活性剤中のポリエチレングライコール

(PEG)の確認的 :向流分配抽出法である.60段全ガ

ラス製上同法下層絞共に 10ccの向流分配袋田を用い

る. 試料 1gを使用 し溶剤 としては n-Hexane,

chloroform,ethanol,water--35:15:40:10(*

虫比)の混合荻を一夜放匠し二層に分離したものをそ

れぞれ使用する.以上基本法により分配した後,玉虫

法により各フ.ラ･クションの虫を狩りそのグラフを作成

し市田比よりポ])エチレング.)コールを許出する･

(5) 基礎処方,分析方法及貯蔵条件共他 : 原体は

95% 純分のものを依用し,マラソン原体 54%,有機

溶剤13%,乳化剤33% の処方にて製剤化,塩化第二

鉄法により分析した.貯蔵に際しては,充分に洗浄且

つ乾燥したローソク瓶中に 50g宛入れ 栓をし蜜蝋

にて封じ更にセロハン紙にて執 ､400士loの恒温群

中に倖存した.

突抜接果並びに考察

(1)有機溶剤の影響について

先づ有機溶剤の形聾を見るために,マラソシ原体と､

各桂の有機溶剤とをまぜて400における分解率を検討

したところ.有機浴剤の軽矧こよりマラソンの分解率

に可成りの差異があり,原体だけのものは殆ど変化が

ないことが分る. (郡 4葬参,q)雫に乳化頑を一定に

して (節21賀 No.1)各種の有機溶剤を用いて製剤化

し400に糾 ナる経時変化を■しらべたところ,透fE恒数

や双極子能率の値の小さいベンゾールやキシロールの

場合に分解率が低くブタノール,プロパノール,エタ

ノール等の場合には一般に分解率が大きい. 第5衣Ⅰ

～VI, 第7衷XXII～ⅩⅩIV に示せる通りである.

即ち普通一般に使用されている溶剤について検討した

訳であるが,アルコール類の場合がマラソンの分解率

が大きく,此の場合 solvolysLisを起すのではないか

と思われる.

(2) 乳化剤の柾斑と分解率

前述の実験結果から有様溶剤 としてキシロール,

ベンゾール,n･ブタノールを選択し乳化剤とtjT第2

衷 N0.2を用いて検討したところキシロールの場合

が良好であった. (第5表VII～ⅠⅩ)更に乳化剤の影

響を明確にすべくTable2の No･3を分子蒸沼に対

して各フラクションに分けたもの即ち第3.表No.8-

No.11を乳化剤とし, 前記の通りキシロール,ベン

ゾール,n-ブタノール を浴剤として製剤化した場合,

いずれも普通の乳化剤の場合より分解率が低く,三者

の中では,n-ブタノールが一番分解率が大きくベンゾ

ール,キシロールの場合は何れも良好な結果を与えて

いる.即ち普通に用いられている乳化剤を分子蒸油に

附して狩科したものは酸化エチレンの重合度分布が挟

lP

t
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Table5. Deco7TlpOSitionofvariousmalathionemulsifiableconcentratesat40●storage.

くなると同時に合成の原に混在してくるポリエチレン

グ･)コールHO(CH2CHeO)nH(以後PEG)の大部

分が除去されているのであって,PEGがマラソンの

経時変化に可成りの影響を及ぼしていることが推定出

来るのである.第5表に示せる経時変化試験の中から

代表的なものを選択して更に貯蔵期間を延長して分解

率を検討した結果は第6表の通りである･これからも

分子蒸潤に附した各フラクションを乳化剤としベンゾ

ール,キシロールを浴剤とした場合が良好なる結果を

与えている.

さて前述の合成法からも分る迫り触媒と心てNabH

を用いているがマラソンが pHく7,pH>5の間で安

定なことから,慨を用いて pH-6-7に中和調製し

･た乳化剤が慣用されている.そこで此の中和剤の好轡

を見るために第2表 No.3-6の乳化剤を検討すると

共に,中和をしないま のゝ N0.7を同時に使用･し有

機溶剤はキシロ-ルに一定して分解率を検討したとこ

ろ第7表の如き結果を得た. 此の結果から未中和の

N0.7が一番分解率が少なく,中和剤を用いて pH-

6-7に調製したものは分解率に大差なきも覆髄の場

合が比較的良好である.ともかくマラソン乳剤の分解

に対しては乳化剤の影響が大きく同時に有粒溶剤も可

成りの関連を有していることが分る..

(3)･水分及び温度の彫響 ･

乳化卿,有機浴剤以外に貯蔵温度及び乳剤中の水分

の影響が大きいことはパラチオン研究会にて報告し

た1日 6).その結果を図示するとFigl,Fig2の通り

である.即ち分解率は氾皮の上昇と共に急激に大きく

Tab一e6..StabilityofmaLathionemulsifiableconcentratesat400

Fofmulation
､No Initialconcentrateon% 150daysstorage

Concentration% l Decomposition%
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Table7.′D占compositionofmalathio血emulsiEiableconcentrates,
preparedwith severalemulsifyingagentsat400storage.

(%
)
u
o
!
一…SOdtzJo
o
a

Q

30 35 40 45●C

Temperature

Figl∴ Effectoftemperature On the
decomposition ofmalathion emulsifiable
concentrate

MoitSure (%)

Fig2. Effectofmo王stuie on the
decomposition ofmalathion emulsifiable
concentrate

なることを示している.･300-400間の曲線の勾配は

400-450間の勾配の半分である.又水分の増加と共に

分解率が大きくなる.水を添加すると乳剤の粘皮は低

下する依向があろがこ●れを450で貯成すろと水分を含

まぬものに比し粘変が増加する憤向を示している.例

えば水分なきものの粘変は10分40秒,水牙o.5%の

ものは㍑分40秒であった.マラソン乳剤中への水の

混入の主琉因は乳化剤中の水分が主なものであって.

乳化剤選択に際しては水分の含有畠を成立に規定すべ

きであろう.

(4)乳化剤についての検討

さて実際開延を考える場合乳化剤を分子式溜するこ

とはコストの面からも又乳化性,分散性等の物理化学

的面からも不利である.そこで前記実験枯架,好成約

を示した第2表 No,7即ちベンデルフェニルフェノ

ール×10.6モル (C2HIO)とオクチルフェノールX

8モル (C_･Iも0)を 1.2.･1の割合に混ぜて,中和剤

を加えて pH を 6-7に調整しないものについて検

討を加えた.此のものの諸陸霞は第8未の通りである.

Table8.ChemicalandpllySicalproperties.
0femulsifyingagentNo7listedinTat)le2.

Concentration

Cloudpoint(1%) l 24oC

Refractiveindexn2DOll･5115
OHValue l80.1

pEGcontent% 1 4･laV･mOlewctul8a&
♯Ringmethod(duNoay)at25oC
★兼Goniometel(vssi一iconvarnish)method.
afteroneminuteat25oC
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Table9. Effectofvariousemulsifyingagentsonthedecompositionofmalathion
emusifiableconcentratesat40.storage.Solvent:xylene

-TaEooun-卜Emaugles:tying

20daysstorageat40oC

co=Lca等 ;inonfDec°-;osi子ion

Dist,waterpH-6.8

a

S

仙

州

別

3

.

Fractionpo･

Fig.3.Typicalcountercurrentdistlibution
curvF forthe addition■of10.6molsof
Iethyleneoxidetoabenzylphenylphenol.

PEG :6.1%

尚 PEGの定員については久米16㌧ 中川 ･.森17㌧ 中

JH･宗行18'等は折紙クロマ,トグラ?を試みているが著

者は前述の通り向流分配法匿を用いて行った,●その結

果は夫々 Fig3‥ Fig4Jに示す通りで乳化剤 甲o･7

与t{では PEGは約 4･1% 含まれ.る･革考はこの未
申和の乳化剤 N0.7に対して NaOH,CfI3COOH

を加えて pH をかえたものを乳化剤として用い, 育

機搭由は寺シp-ルに一定して分解率を検討した処,

第9表の如き結果を得た･.即ち CH.'COOIiを加え

て pH 値を低くしたものは未申和のものに比べて何

* .S

1g:38品 SH

l
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Fig4.Typicalcountercurrentdistribution

curve for tlle addition of 8.0molsof

ethyleneoxidetoaoctylphenol.

PEG :1.7%

れも分解率は大きくNaOH を加えて pH-8.3にし

たものは未申和のものと大差がなかった.マラソンは

pH>5,pH<7で安定といってもマラソン原体中に

は不純物一与が約5%程度含まれ,原体のみでは4001

カ月の貯蔵でも変化なきも,乳化剤,有機溶剤等を加

えて製剤化された場合,此等不純物が何らかの好饗を

惹起するものと思われる.結局マラソン乳剤の経時変

化の主原因をなすものは乳化剤中のPEG,水分,pH

有機溶剤の種類,温度等が挙げられる.その分解につ

いては次の如き過程が推定される.

HC-COOC2H5
日

HSC200C

HC-COOC2H5
り
HC-COOC!HS

0･5% 以下 . 合せて 2-3%

S､ S､

詑 耕 一sJs-さく8詑
i

O

諾 330.>

ll
p-S-HC-COOCeHS
J
HeC-COOC2HS

若干,此の他に浴剤,水分等.
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◎ ` ()
(1)氏-0-(CHeCH20)tJH+HOH一一 R-0-CH2CH.I0-･･+OH

J
H

CZ) ････0-CH2-CH2-0-CH2-CH2-0････+HOH一一一HO(CH2CH20)AH
◎ O

HO(CH2CH20)ELH+HOH- HO-CHtCH20････+OH
I
H

O
-即ち OH により次の如き分解が考えられる.

託 8'言-S････cHCOOEt.l
S CH2COOEt- ccnnoo>sF--3 iO

◎
+CHCOOEt
l
CH2COOEt

C7HCOOEt+｡長一 FHCOOEt.H,0
CH2COOEt tEtOOCCH

かくして生じた水は再び上記の反応を繰返すのであろう. .

(3) マラソン原体中の遊舵軟が水が存在すろ場合は敢触媒による加水分解類似反応を惹起する.

以上の如きケースが考えられ,どれが神速であるか

全く不明なるも,ともかく前掲の主原因と目される各

因子が入り湿ってマラソンの分解を惹起するのであろ

う.･従って分解を防止すろには,分子茶潤した乳化剤

の結果からも分る通りPEGの混在が少く且つC2HIO

の菰合皮分布の狭い各控の mol数のものを合成し,

これらをマラソンの HLB に合致する様に組合せた

ものを乳化剤として使用するときは分解率の低いマラ

ソン乳剤を得ることが出来るであろう.,水分はカール

フイゝ ヤー法で少くも0.1%以下であることが大切で

あるそしてマラソンが､pH>5pH～<7の範囲で安定

であるといっても不純物のあるかぎり乳化剤に蔵を加

えて pH6-7に調珪するこ.とは全く無意味であり,

寧ろ乳化剤N0.7の結果からも分る通りpH7･5-8･0

の範囲が却って良好であり,且つマラソン原体,乳化

刺,一有機溶剤より成る製剤の (×100)の pHが 4･0

より大きい程分解率が少い幌向があることは注目に値

する.乳化剤中のアルカt)分はマラソン原体中の遊舵

憩を中和し,好結果を与えるのかも知ttない,未熟こ

おいて分明せろ如く,結局乳化剤の彫皆が一番大きく

従って乳化剤の班用丘を少くするのも分解防止の一方

法であり,これについても良好なろ結果を柑ているが

殺虫力試験も含めて鋭意検討中である.又分解防止剤

として,トルイヂン,パラトルエンスルフォン憩ブチ

ルエステル,エチルエステル等を試験LT=が戟著なる

結果は得られなかった.

要 約

マラソン粉剤と同位にマラソン乳剤の経時変化も著

しく,1956年以来マラソン乳剤の安定性について検討.

を加えてきたので,今回はその概要をまとめてみた.

その結果は次の通りである.

‖ マラソン乳剤経時変化の主原因と考えられるのは,

乳化剤及び有機溶剤の種架であり,此の外封剤中の

水分の彫管,貯蔵温度等である.

(2) 有機溶剤としてキシロール,ベンゾールが良好な

る結果を与える･ TL
(3) 製剤中の水分は殆ど乳化剤中の含有水分であり,

水分の形響は極めて大きい.又乳化剤の pH(×100)

も充分吟味さるべきであり,pH-7.5-8.0が良好

であると考える.

(4)乳化剤中のポ.)オキシエチレング.)コールO)EG)

がマラソンの分解に関係がある.

(5)乳化剤を分子恭沼に附したものはPEGが殆ど除

去され分解率は極めて低い結果を与えろ.

(6) マラソン乳剤を工業的書と製造する場合に用いる乳

化剤は,先づ合成時,触媒として用いたNaOH等

の中和をしない万がよい.即ちpH=6-7に調整

せず に pH-7'.5-8.0のま でゝよい.此の場合分

解率は他に比して,低い値を与える.

(7) マラソン乳剤の pH(×100)も4.0以上が望ま

しい.

(8) 分解防止の方策と′しては前掲 (1ト(7)迄が要点で

あるがマラソン甲分解に最も関連のある乳化剤の陵

用虫を少くすろ方法も分解防止の一手段と考えろこ

とが出来る.

本研究を実施するに当り始終御扱助を賜ったライオ

ン油脂株式会社石波孝氏に深謝する.
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R古さum6

Thedegradation･of･Malathion emulsiEiable

concentrateduringstoragecomesupto20to

30% inayear;thisisaseriousmatterforthe

manufactureandapplicationoftileCOnCentrate.

Inthisreportisgivenanoutlineofthestudy

･■since1955uponthestabilityofMalathione.C.

(1) Thede由ationofMalathione.C.depends

mostlyupon thekindoftheemulsifier3and

organic solvents/ tile moisture'in the

-formulation,thestoragetemperatureetc..

(2) Ⅹyleneandbenzene亘avegood-results.as

solvent.

(3) Moisture in the formulation ismostly

derived from emul;ifierS and has a very

important effect upon the degradAtionof

_Malathion･pH oftheemulsifiers(×100)is

alsoimportant;optimum pHlis7.5to8.0

(Table9)

(4) PolyPxyethy7eneglycol(PEG)intheemul-

sifiersafE占ctsthedegradationofMalathion

(Table3,Table5,X,XI,XII,XIII)

(5)_Useofthemolecular-destilledemulsifier,

whichcontainsvery一ittlequantityofPEG,
bringsforth low degradation. (Table2,

Table5)

(6) ItisrecommendablethatNaOH etc.,

which■dreused ascata一ysts, are not●be
I

neutralizedinthe､processofsynthesizingth占

emulsifiersforuseinMalathion e.C.,.i.C., ,
itisnotn甲eSSarytOadjustpH at6to7;

pH-7.5to8.0isquitea一lright.Namely,

theemutsiEierNo.7 (Table2) gave.lo&er

degradationofMalathionthantheother.

(7) Morethan4.0isdesirableforthepH of

Mala山ione.C.(×100).

(8) Theessentialsforpreventingthedegra･

dationare･Writtenratabove(1卜 (7).Itmay

be,however,preventativemea苧ureS tO use

smalle'rquantity･ofemulsifiers,wi1ichhave

mostimportantz･elationswiththedegradation

ofMalathione.C.

Non･eJ12:ymaticConver8王on ofDip一erex )'JltODDVP AndTheirTnhihitoryActionon

EnZ:ymCB.Studieson theModeofAction ofDipterex I.Junshl.MtyAR10･rO(Research

Laborat6ry,osakaWo.rks,SumitomoChemicalCo.)ReceivedJu一y24,1959.BoLyu･KagakzL

24,130,1959.

26. Dipterexの DDVPへの非酵素的変化およびその酵素阻亨作用につし､て Dipterexの

作用機構に関する研究 第1報 宮本締之 (住友化学=菜株式套社大阪如退所研究部)34.7.24受理
＼

Dipterexは弱アルカ')性の溶紋においてのみならず,中性,弱酸性の条件においても,容易に1分

子の虫酸脱離と転位をおこして DDVP とな声.種々の pH下における家蝿頭部の acetylcholin･

- esterase, および chymotrypsin に対する Dipterex,DDVP の阻冒実験をおこなった結果,

.Dipterexはそれ白身では,ほとんどあるいは全 く阻苔作用なく,Dipterex の 2'npiLrol羊おける
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